
令和 3年度 (2021)事業報告書
令和 3年  4月  1日 から 令和 4年  3月  31日 まで

特定非営利活動法人 フジの森
1 事業の成果
令和 3年度は、檜原村は新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態措置及び新型コロナウイ

ルス感染症まん延防止等重点措置の期間が210日 間になりました。

檜原村におけるコロナ感染防止への措置と期間

期   間 コロナ感染防止への措置

R3/4/12(月 )～ 4/24(土 ) 新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置

R3/4/25(日 )～  6/20(日 ) 新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態措置等

R3/7/12(月 )～  9/30(木 ) 新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態措置等

R4/1/21(金 )～ 3/21(月 ) 新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置

R4/3/22(火 )～  4/24(日 ) リバウン ド警戒期間

R4/4/25(月 )～  5/22(日 ) リバウン ド警戒期間

前年度は、コロナ感染防止措置の期間は、村が村の公共施設に休業の指示をしましたが、今年度はそ

の判断を各事業者の判断に任せることになりました。

そこで、当法人は新型コロナウイルス感染防止対策を整えながら、檜原村南郷地区の檜原村教育の森

(フ ジの森)ではフジの森宿泊棟及び教育の森研修棟で環境教育事業を実施、また檜原村本宿地区のふ

るさとの森では里山の環境保全事業を行いました。しかし、コロナの感染状況の予想がつかないため、

毎年作成していた年間プログラムの作成・印刷、図書館等への送付等もできませんでした。広報はエコ

ツアーをホームページとフェイスブックで案内、リピーターの方には個別に対応しました。

教育の森では、緊急事態措置及び重点措置の期間は、個人や家族向けの公募型のベーシックプログラ

ムは開催を中止しましたが、団体申込型のアプリケーションプログラムは、団体が感染防止対策を講じ

て参加することを考慮し、開催しました。また昨年度から始めた 1日 1組の利用に限定したフリープラ

ンも続け、プログラムとフリープランの 3つの参加者の前年比は27%増となりました。

ふるさとの森では、緊急事態措置及び重点措置の期間を配慮し、公募型のエコツアーやイベントの一

部を中止しました。また、緊急事態措置及び重点措置の発令により、毎年参加してきた都内の小学生・

中高生は、校外活動や部活動等の制限や禁止措置を受け、学校によつては少人数に絞っての参加、個人

としての参加などの制約がありました。参加者を前年比でみると、30%減でした。

本宿地区の四季の里は、感染防止対策を行ったものの感染の恐れから、4～ 6月 は利用者の集中する

土日曜日を中心に体業し、 7月 12日 ～ 9月 30日 は緊急事態措置のため休業しました。感染状況等を見

て10月 からは通常通 りの月曜定体に戻し、 1月 からのまん延防止措置期間も通常通 り営業しました。

感染防止のための店内のレイアウトやニューの見直し、外のテラス席の拡充などを進めましたが、利用

者数は前年比12%減、売上は前年比26%減でした。

なお現在当法人のスタッフとして 9名 (事務局 4名 、四季の里 4名 、教育の森とふるさとの森に 1名 )

が携わっています。10月 から土日曜日に加わった 2名 も地産地消の新メニューに取り組んでいます。



環境教育事業は、平成20年度から指定管理者として檜原村から選定されている教育の森 (南郷地区)

内で、森づくり体験 (間伐、薪割 り、整理した枝で鉛筆作り)を行い、自然と親しむプログラムとし

て、火起こし、杉の葉リース作り、ミニ門松づくり、また忍びの心構え等を教える忍者プチ修行体験

を行いました。プログラムの参加者は429人でした。

一方、コロナ禍対策として、教育の森を 1日 1グループに貸し出し、事務局でプログラムを行わず、

参加者が自由に利用するフリープランを行いました。また今年度は、緑の募金公募事業「子どもたち

の未来の森づくり事業」の助成で、子どもたちが薪炭林 (雑木林)の整理、道づくり、薪作りや炭焼

きなどをする計画でしたが、コロナ禍のため変更届を出し、期間を 1年間延長して行 うことになりま

した。学校の利用では、東京テクニカルカレッジが実習等に利用しましたが、毎年訪れていた都立中

高一貫校の合宿やゼミなどは中止となりました。「Kelo Wlzardサ マーキャンプ」などサバイバルキ

ャンプを2回行いました。なお、3月 にエルメス財団が公募した高校生を対象にスキル・アカデミー

2022「香 りと詩」を行いました。

檜原村エコツーリズム推進協議会から檜原村のエコツアー情報を紹介する「東京ひのはらんど」の

運営を受け、総合窓日のインフォメーションセンターを四季の里の隣で運営しました。また、当法人

が主催するエコツアーのプログラムを教育の森とふるさとの森をフィール ドとして実施しました。

今年度はフジの森の施設を宿泊利用ができるように旅館業の営業許可を受ける計画でしたが、コロ

ナ感染症収束の見通しが立たず、申請を見送りました。

体験交流事業は、地産地消による「四季の里」の営業も12年目になりました。新型コロナウイルス

感染症防止の対策を遵守し、東京都の「感染防止徹底宣言ステッカー」の掲示、「コロナ対策リーダ

ー」の登録をしました。 7～ 9月 はコロナ対策で休業を余儀なくされましたが、店内のレイアウト変

更、デッキのテーブル・椅子の購入、メニューの変更を行いました。日留め番所～払沢の滝ツアーと

四季の里での食事の組み合わせを行つたところ、好評でしたので、さらに告知に努めます。また、当

法人もミヤタ電動アシス ト自転車を購入し,レンタサイクル事業を始めました。自転車を使用したイ

ンバウンド向けのプログラムの開発などを進めましたが、催行できませんでした。

環境保全事業は、平成25年度から指定管理者として檜原村から選定されているふるさとの森 (本宿

地区)は、今年度から都の事業で砂防工事が始まり、管理棟やふるさとの森内への立ち入りが制限さ

れました。檜原村が森に入る新たな道を整備したので、集合場所や駐車場は四季の里を使 うことで対

応しました。「SDGsの 目標に向かう教育の場」として、都内の中高生徒や教師などが、下の畑跡地で、

オーガニックコットンの栽培を行ないましたが、シカが苗を食べてしまう獣害に直面し、獣害対策を

通して里山における農業の難しさを実感 しました。苗を再度植えましたが生育が遅れ、綿花の収穫は

出来ませんでした。武蔵野大学のオンライン集中講義 (Zoom)では、檜原村における4年間のオーガニ

ックコットン栽培について、当法人スタッフが参加・協力しました。さらに、FSCジャパンの指導で、

FSCジュニア・アンバサダーの高校生達がFSCの森 (ふるさとの森)で、森の手入れをして得た枝を使

って鉛筆作りや「FSCってなんだろう」という絵本を作成して、国産材の価値や使う意義などを伝える

広報活動を小学生・高校生に行いました。檜原村のFSC担当者とも意見交換することができました。7

月から忍者の修行体験等のエコツアープログラムを実施 しました。

また、檜原村管轄の登山道について、道や道標の状態等を調査する登山道巡視を行いました。

普及啓発事業では、会誌『風のたより』の発行を計画しましたが、年度末の新型コロナウイルス対

策の影響もあり、残念ながら発行出来ませんでした。教育の森と四季の里、ふるさとの森の

faceb00k、 ホームページ共に更新を行い、イベントの写真の更新を行いました。



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係 る事業

(2)そ の他の事業

事業名 事 業 内 容
実  施

日

実  施

場 所

従事者

の人数

受益対象者

の範囲及び人数

事業費

(千 円 )

環境教 育

事業

①森林づくり
(間伐・薪割 り等 )

30日
フ ジ の 森
(南郷 )

4人 関心の有 る者  131人 12,362

② 自然観察 2日
フ ジ の 森
(南郷 )

3人 関心の有 る者  28人

③山村の生活体験 33日
フ ジ の 森

(南郷 )
6人 関心の有 る者  219人

④林業技術の継承 3日
フ ジ の 森
(南郷 )

4人 関心の有 る者  10人

⑤森を利用 した癒 し 2日
フ ジ の 森

(南郷 )
6人 関心の有 る者  41人

そ の 他 (フ リー プ ラ ン

等 )
29日

フ ジ の 森
(南郷 )

4人 関心の有 る者  154人

エ コツー リズム関連

事業
4月 ～3月

イ ン フォ メー

シ ョンセ ン

ター (本宿 )
6人 関心の有る者多数

体験交流

事業
地産地消事業

4月 ～3月

(154日 )

四季 の里

(本宿 )
7人 関心の有 る者 1,886人

7,007

環境保全

事業

FSCに 貝|」 つた
持続可能 な森林 管理

30日
ふ る さ との

森 (本宿 )
4人 関心の有 る者  123人 4,958

SDGsの 日
'標
に

向か う教 育の場
23日

ふ る さ との

森 (本宿 )
8人 関心の有 る者  170人

エ コ ツー リズ ムの理念

を活か した地域 お こ し
7日

ふ る さ との

森 (本宿 )
3人 関心の有 る者  19人

登 山道巡視 12日 村 内各地 3人 関心の有る者多数

普及啓発
事業

会報誌 の発行 0回
フ ジ の 森
事務所

2人 会員他 に送付 131

ホー ムペ ー ジ・

facebook霧逼:来斤
30回

フ ジ の 森

事務所
4人 関心の有 る者多数

事業名 実 施 内 容 日時 場 所
従事者

人 数

事業費

(千 円 )

会報への広告掲載
事業

会報に広告を募 り、広告収入を

得る
予 定 な し 予 定 な し 予定な し 予定 な し

地産地消に係 る商

品企画や販売事業
お土産等の物品の仕入れ、販売 予 定 な し 予 定 な し 予定 な し 予定 な し



第2号議案 活動量墓宣

自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月 31日
特定非営利活動法人 フジの森

(単位 :円 )

科 日 金 額

[][言
][§
曾l性
村交流活性化機構

3.事

:‐[:| ||[
4.そ
[[鳥薔
雑収入
 経常収益合計

Π抒肇

i]:||1入

営,糧種委群
事業費合計
2・署1人
堂[露島費
'F費
針

′・｀その他樺贅ヽ́′・ ヽ
.‐‐
連 只 _

撫i塾
僣耗品費

鍮晏
::識
"管藪合
瘍
難

0 0

14,586,000

5,966,433

5,542,520
26 094 953

25 910 408

14,586,000
0

0

3,639,390
1,867,510
459.533

99
5,542.421

11,132,699
1,136,774

0

18 414 004

7 4 404

12.269.473

55,367
1,474,983
55,757
-169,977

131,788
0

993,916
19,800
1,166,575
128,717
85,461
110,000
704,431
4,530
33,440
33,000
574,300
46,175
17,000
26,824
90,600
16,400
545,444
6.144.531

4,266,000
435,606
4,701,606

0

601,344
572,271
485,741
27,352
0

922,3 00
0

0

0

1 85 790
2.794.798

184.545
70.013
114,532
11.349.669
11.464.201
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令和 4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 フジの森
(単位 :円 )

科
曰

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産
現金及び預金
商品
貯蔵品
未収入金
流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産
建物
建物付属設備
機械装置
器具備品
減価償却累計額
(2)無形固定資産
ソフトウエア
減価償却累計額
固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
(1)流動負債
買掛金
未払金
預り金
未払法人税等
未払消費税等
流 動 負 債 合  計

負 債 合 計

Ⅲ
ぎ愧盪癸計耳「味 用 ′ェ

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

18,642,448
169,977
19,125
5,216,288

5,656,522
6,547,159
997,395
5,734,916
-18,258,435

1,610,000
-1 180 666

62,829
13,009,069
99,930
70,000
448 700

24 047 838

1 106 891

13.690,528

25 154 729

13 690 528

11,349,669
114.532

11.464.201

25,154,729



証皇書類のユi
特定非営利活動法人 フジの森

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2011年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO会 計基準協議会)
によつています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法による原価法により評価しています。

(2)固定資産の減価償却の方法
建物は.法人税法に規定する旧定額法により償却しています.
上記以外の有形固定資産は、法人税法に規定する定率法により償却しています。

(3)引 当金の計上基準
引当金の計上はしていません。

(4)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理方式によつています。

2.会計方針の変更
なし

3.事業費別損益の状況 (令和 3年 )

科  目 事業部門 計 管理部門 計 △
一 計

O

14.586.000

0

0

0

14.586.000

I 経常収益
1.受取会費
2.受取助成金等
3.事業収益
4.その他収益

0 0

374.810

4,466,000

459,533 3.639,390

3.368.603

10.120.000

1,867.510 5,966,430

3.743.413 1,799,107

5.966.433

5,542.520

26.094.953経常収益合計 4,925,533    12,362.320    7.007.993 24.295,846 1.799.107

1.136.774

11,132,699 4,266,000

435,606

15,398,699

1.572.38043.736

3

O 0

654 563

617311

049 816    7 428,320

420      781

n 経常費用

給料手当

法定福利費
福利厚生費

1 人件費

人件費計 3.361.237    8.436. 1801      472.056 12.269.473 4,701,606 16.971.079

55.367 55,367

1,474,983

55.757

0

0

1,474,983

55,757

∠ゝ 169.977

0

-169,977

131,788 0

0

131,788

0

993.916

0 601,344

572,271

601,344

1,566,187

19,800

1,166,575

485,741

27,352

505,541

1,193,927

123.717128.717

65,731

110.000

19,730

922.300

85,461

1,032,300

704,431

4.530

ｌ

一
〇

４３
一”

１

４
，

33,440

33,000

33.440

33,000

185.790574,300

46.175

760.090

46.175

17.000

26,824

00017

26,824

90,600 90.600

16,400

期首商品棚卸高
四季の里仕入

図書教育費
クリーニング費

２

一
その他経費

水道光熱費

支払保険料

旅費交通費

雑 費

その他事業姜

車両関連費

租税公課

通信費
支払手数料

リース料

消耗品費
賃借料

四季の里土産

会議費
議会費

減価償却費
接待交際費

広告宣伝費
運賃

55.367

414
０

。

一
。

．
Ｏ

ろ
|

16.400

545.444

0

0

0

0

87 479

00

0

0

0

695

一
〇

〇

一
〇

０

一
〇

一
０

一
０

一
４２

81,264

b.348

0

1,474,9831

55ヱュ1
△ 169,977.
131.788

19,800

1.084.616

128,717

56,800

110.000

679, 180

4.530

33,440

33.000

573.582

46.175

17,000

26.824

90.600

0

884. 195

3.583

0

25.251

0

0

0

304

545.444

16,400

545.444

その他経費計 93.936 132.6441    5,898.221 6,124,801 2,814,528 8,939,329

7.516.134 25 910 408経常費用合計 3,455,173    8,568,824 6.370.277 18.394.274
当期 経 常増 減 額 1 470 360    3.793 496 637 716 5 901 572 ∠ゝ 5.717.027 184.545

4.固 定資産の増減内訳

期首取得価額 当期取得 当翔減少 期末取得価額 償却累計額 期末帳簿価額科 目

5.656.522 5.486.826 169.6965,656.522
5,894,069 5,632,862 261,207
653.090 406.444 246.646
571,515 571,514
425.880 425.879

500

730

095

0,■

`L_p09_ 01D′ 090

_互型,515
42o,Q§ Q

l.018.500 l 01 499
90 930

499
466.094
9

l.905.931
221.680 221.679

407.440

500

221 680

682

■0二 Q鍾
Q£ユヱ

`坦L01■互
`型

1.905.931

407 440 0407,440
537.240 537.240 537,240

114.800

Ma c rn i n i-{
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ク

フ

高圧

トィレ エ

ポ ブル

炭佳

筑水

き

ホ グク 用

ムキ ヤ

―プル
シュ レ

ホ ー

114,300

1.610.000

一５６５

雨

面

一型

。

一

一ェ
２６２，一■
２５，一

322.000

。

一ｐ

Ｏ

Ｏ

Ｑ

Ｏ

一
０

一
〇

0

0

1.610.000 1.180.666
0

0

0

429.304
等言+ 20_545 992 704.431 2● 545.992 19.439.101 1.106.891

ol

1

,直



墜産旦堡

令和 4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 フジの森
(単位 :円 )

科
日

【 金 額

I 資産の部
1 流動資産
現金預金

四季の里現金

秋川農業協同組合 普通預金
商品

食材

土産

消耗品

未収入金

檜原村会計管理者

檜原村FSC認証計画更新業務委託

まちづくリラボサルベージい
エルメスジャポンm
檜原村登山道巡視委託

フィート
｀
ワーク活動における講自下米斗

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産
建物

建物付属設備

機械装置

器具備品

減価償却累計額

(2)無形固定資産
ソフトウエア

減価償却累計額

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
買掛金

松坂屋商店

檜原きのこセンター

m井上食品
0獅子口屋
陶山手

やまぶき屋

0松村商店
いやなぎ

ひのきのその

日本食研い

高平農園

東京都森林組合

未払金

経費等未清算分

預り金

源泉所得税

未払法人税等

未払消費税等

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

944,807

17,697,641 18,642,448

25,154,729

124,628

45,349

19,125 189,102

3,646,500

754,255

500,000

315,533

0 5,216,288

5,656,522

6,547,159

997,395

5,734,916
-18,258,435

1,610,000
-1,180,666

24,047,838

677,557

429,334

21,633

0

0

0

10,230

0

0

0

0

15,033

11,550

4,383

1,106,891

62,829

13,690,528

13,009,069 13,009,069

99,930 99,930

70,000

448,700

13.690,528

11,464,201



書式第 18号 (法第28条関係 )

令和 3年度

令和 3年 4月 1日 から

年間役員名簿

令和 4月年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 フジの森

役  名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事
清水久巳 3年 4月 1日

～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 漬中多夫
3年 4月 1日
～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
山峙哲彦 3年 4月 1日

～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 海津ゆりえ 3年 4月 1日
～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 青山美沙子 3年 4月 1日

～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
久保田司 3年 4月 1日

～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
辻野啓一 3年 4月 1日

～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 橋本俊哉 3年 4月 1日
～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 吉村久義 2年 4月 1日
～ 3年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 小澤一雄 3年 4月 1日

～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事 白石正巳 3年 4月 1日
～ 4年 3月 1日

年 月 日

年 月 日

監事
植松一良 3年 4月 1日

～ 4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日



書式第 3号 (法第 29条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 4年 3月 31日現在

特定非営利活動法人 フジの森

氏   名

1
清水久巳

2
漬中多夫

3
山崎哲彦

4
海津ゆ りえ

5
青山美沙子

6
久保 田司

7
辻野啓一

8 橋本俊哉

9 吉村久義

10 小澤一雄

11 佐藤直

12 熊野直紀

13 植松一良


